
11月の月の�●消防本部からの報告
９月の火災件数６件（建物２件、車両３件、その他の火
災１件） 救急出動件数３４９件 搬送人員３４１人

●人口と世帯 ※１０月１日現在。（ ）内は前月比
住民基本台帳人口 外国人登録人口

男 ８１，８３６人（－１７人） ７８７人（＋２３人）
女 ７８，５９８人（－１９人） ９５９人（＋３２人）

合計 １６０，４３４人（－３６人） １，７４６人（＋５５人）
世帯 ６０，３７９世帯（＋４７世帯） １，３６８世帯（＋４６世帯）

●住民基本台帳法に基づく年齢別人口
１４歳以下 ２１，５７４人（１３．４５％）
１５歳～６４歳 １１６，８９０人（７２．８６％）
６５歳以上 ２１，９７０人（１３．６９％）
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○みんな茶やま ▼狭山市ホットインフォメーション（市役所からのお知ら
せ、字幕付） ▼自治会の時間 ▼すこやか体操 ▼は～いお手紙です
○ちゃっぴぃアワ－ ▼ニュ－ス ▼サポ－トねっと（収穫の秋、WAVE商工会
議所から、文化の秋身近なところで学ぶほか） ▼カレッジステーション（国
連の日にちなんで、幼稚園特集、映画大好きほか） ▼ティーブレイク（陳 麗氏、
伊澤昭二氏、坂下喜代巳氏ほか） ▼がんばれ地域経営者 ▼特集（女性自衛官
の素顔、チャリティーイモ掘り２００２、スズキトラスト、カフェ・ド・ブリージ
ットほか） ▼いろりばたの昔ばなし「やっとこの三吉」
○ちゃっぴい撮影隊 ▼マリオ鈴木ステージ活動３０周年リサイタル（１０月２９
日～１１月４日） ▼飯能秋まつり（テレビ飯能制作・１９日～２５日）ほか
○CUE SPORTS ▼曽根恭子プロのドキュメント、北山プロのレッスン
○野村の自由学校 ▼バレリーナ一筋の道・豊かなりわが人生（松山バレー団
団長・プリマバレリーナ・森下洋子氏）

「ちゃっぴぃ撮影隊」狭山在住のギタリスト、マリオ鈴木氏のリサイタルは
必見です。映画「新・雪国」の原作者と監督のトークもお見逃しなく！

皆さんは「秋」という言葉から何を連想します
か？芸術、読書、食欲、スポーツ…。私が連想するの
はスポーツです。地区の体育祭で、招集の係を毎年
担当しているのですが、そこでは多くの出会いが
あります。参加してくれる人たちの顔を見て「この

人今年も来てくれた…１年間元気だったんだな。」と思いながら競技が進みます。そ
こで、今年はこんな嬉しいことがありました。参加してくれた高校生が「毎年お会い
しますよね。」と声をかけてくれました。私も「１年に１回必ず会うよね。今年もがん
ばってね。」と顔を見合わせて笑いました。こんな出会いが人と人との輪を大きくし
てくれるのではないでしょうか。さて、１１月１０日には狭山市の秋の風物詩「さやま大
茶会」が、狭山稲荷山公園で開催されます。秋の一日、思いがけない「出会い」があるか
もしれません。ぜひご家族やお友だちとお出かけください。 ○みの
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●体験談「足を切ってくれ」中島さんが言った。「足を切ってくれ。」高下さんが
返す。「そんなことでけへん。きっと助けたる。」しか

ふし、足元からも火が噴き出した。住民は避難をはじめ
た。「はよ逃げんとあんたも危ない。」の声が耳に届い
た。「ヘビの生殺しみたいなことできるか！おっちゃ
んぴんぴんしてるやないか。」と叫び返した。避難しか
けた住民が戻った。ロープをくくりつけ１０人で引い
た。動かない。次は、２０人で掛け声もろとも力を込めた
瞬間、足がすぽっとぬけた。地震発生から３時間、周囲
で歓声が上がった。これは、阪神・淡路大震災での出来事です。災害
の規模が大きいほど、近隣住民が声を掛け合い助
け合うことが大切です。「自分たちのまちは自分た
ちで守る」という心構えと助け合いの心が、被害を
最小限に押えることにつながるのです。
『大震災 その時、わが街は』神戸新聞社編／神戸
新聞総合出版センターより抜粋問い合わせ交通防災課へ内線３６９４
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